
日
本
共
産
党
の
田
中
は
じ
め
、

舟
木
け
ん
じ
、
た
ち
ば
な
ふ
み
各

松
江
市
議
は
１
月
29
日
、
原
発
住

民
投
票
条
例
制
定
の
動
き
、
日
本

共
産
党
が
提
唱
す
る
や
さ
し
く
強

い
政
治
へ
の
転
換
、
開
会
し
た
通

常
国
会
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

論
戦
に
つ
い
て
訴
え
、
「
夏
の
参

院
選
で
政
治
革
新
の
実
現
を
！
」

と
街
頭
か
ら
呼
び
か
け
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
「
松
江
の
未
来

は
市
民
が
決
め
る
。
市
民
の
圧
倒

的
多
数
は
再
稼
働
反
対
。
住
民
投

票
条
例
を
成
立
さ
せ
る
べ
き
と
い

う
市
民
の
声
を
市
長
と
市
議
会
に

寄
せ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

舟
木
市
議
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
表

面
化
さ
せ
た
新
自
由
主
義
の
弊
害

を
た
だ
す
た
め
に
志
位
委
員
長
が

提
唱
し
た
、
①
賃
金
が
上
が
る
国
、

②
社
会
保
障
拡
充
、
③
消
費
税
減

税
、
④
気
候
危
機
打
開
、
⑤
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
貫
く
、
を
紹
介
し
、

「
や
さ
し
く
強
い
経
済
へ
の
転
換

を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
市
議
は
、
「
コ
ロ
ナ

禍
で
、
女
性
が
多
い
パ
ー
ト
な
ど

の
不
安
定
雇
用
が
、
ま
っ
さ
き
に

調
整
弁
と
さ
れ
シ
フ
ト
が
減
ら
さ

れ
た
り
雇
止
め
と
な
っ
た
。
今
国

会
で
、
連
日
共
産
党
議
員
の
質
問

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
男
女
格
差

是
正
へ
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

る
」
と
参
院
選
で
の
日
本
共
産
党

の
躍
進
を
訴
え
ま
し
た
。
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１
月
15
日
、
第
42
回
市
民
憲
法

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
、
中
川
修
一
弁
護
士
（
島
根

弁
護
士
会
憲
法
問
題
対
策
本
部
委

員
長
）
が
、
「
も
う
一
度
考
え
よ

う
！
憲
法
改
正
問
題
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

岸
田
内
閣
が
憲
法
改
悪
を

め
ざ
す
危
険
な
状
況

ま
ず
中
川
氏
は
、
憲
法
の
重
要

な
意
義
が
国
家
権
力
を
縛
る
規
範

で
あ
る
点
を
強
調
し
、
総
選
挙
で

改
憲
勢
力
が
増
え
た
た
め
、
今
後

議
論
が
進
ん
で
い
く
状
況
が
生
ま

れ
る
中
で
、
改
め
て
各
政
党
の
見

解
と
自
民
党
の
い
わ
ゆ
る
改
憲
４

項
目
、
憲
法
改
正
手
続
き
案
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
議
論

の
準
備
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

自
民
党
改
憲
四
項
目
の
問

題
点続

い
て
中
川
氏
は
、
自
民
党
改

憲
４
項
目
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。
①
自
衛
隊
の
明
記
に
つ
い

て
は
、
「
９
条
（
戦
争
放
棄
・
戦

力
不
保
持
）
と
矛
盾
し
、
自
衛
隊

違
憲
論
を
敵
視
し
て
い
る
点
」
、

②
緊
急
事
態
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
現
行
法
令
で
対
応
可
能
で
あ
り
、

憲
法
に
書
き
込
む
こ
と
で
乱
用
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
緊
急
事
態
宣
言
と
憲
法
に

緊
急
事
態
条
項
を
書
き
込
む
こ
と

の
根
本
的
な
違
い
を
訴
え
る
必
要

が
あ
る
点
」
、
③
合
区
解
消
に
つ

い
て
は
、
「
投
票
価
値
の
平
等
と

『
全
国
民
の
代
表
』
に
反
す
る
点
」
、

④
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

「
当
然
の
前
提
で
あ
り
、
現
行
憲

法
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
ま
し
た
。

最
低
投
票
率
の
定
め
の
な
い

改
正
手
続
き
の
問
題
点

さ
ら
に
、
中
川
氏
は
、
憲
法
改

正
手
続
き
を
定
め
る
国
民
投
票
法

（
２
０
１
０
年
５
月
施
行
）
の
持

つ
問
題
点
に
つ
い
て
、
改
正
案
が

示
さ
れ
て
か
ら
国
民
投
票
ま
で
が

最
短
で
２
か
月
し
か
な
い
点
、
投

票
勧
誘
Ｃ
Ｍ
禁
止
期
間
が
14
日
と

さ
れ
て
い
る
点
、
意
見
表
明
Ｃ
Ｍ

が
規
制
外
で
あ
る
点
の
有
料
広
告

放
送
規
制
の
問
題
と
共
に
、
最
低

投
票
率
の
定
め
が
な
く
、
投
票
総

数
の
過
半
数
で
国
民
の
承
認
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
参
加
者
か
ら
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
、
岸
田
政
権
の

改
憲
策
動
へ
の
事
実
に
基
づ
く
批

判
を
準
備
す
る
た
め
の
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

(1)

松
江
市
議
団
が
街
頭
か
ら
訴
え

日
本
国
民
救
援
会
松
江
支
部
は

１
月
29
日
、
第
５
回
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
最
初
に
、
布
川
事
件

で
再
審
無
罪
と
な
っ
た
桜
井
昌
司

さ
ん
が
出
演
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
逆
転
人
生
」
を
視
聴
。

吉
儀
和
平
支
部
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、
県
本
部
の
三
澤
欣
子
事
務

局
長
が
救
援
事
件
支
援
の
署
名
の

と
り
く
み
、
再
審
法
改
正
を
求
め

る
地
方
議
会
へ
の
請
願
運
動
状
況
、

解
放
運
動
無
名
戦
士
合
葬
追
悼
会

合
葬
者
の
推
薦
、
担
い
手
づ
く
り

等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
活
動
の
報
告
と
方
針
の

提
案
が
あ
り
、
再
審
法
改
正
を
求

め
る
請
願
運
動
で
は
、
安
来
市
と

雲
南
市
へ
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

報
告
。
雲
南
市
議
会
で
は
当
初
の

請
願
は
不
採
択
と
な
っ
た
も
の
の
、

再
審
手
続
き
の
不
備
を
指
摘
し
、

「
速
や
か
に
再
審
法
を
改
め
る
こ

と
を
求
め
る
」
と
い
う
内
容
に
し

て
採
択
し
た
こ
と
は
嬉
し
い
成
果

で
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
支
部
と

し
て
奥
出
雲
町
議
会
へ
の
と
り
く

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

討
論
で
は
、
倉
敷
民
商
弾
圧
事

件
へ
の
支
援
、
再
審
法
改
正
に
つ

い
て
賛
同
を
得
や
す
い
内
容
に
し

て
広
く
協
力
を
求
め
る
こ
と
の
重

要
性
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
議
案

が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日

頃
の
活
動
、
特
に
情
宣
等
を
も
う

少
し
工
夫
し
て
行
い
、
仲
間
増
や

し
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

日
本
国
民
救
援
会
松
江
支
部

事
務
局
長

長
田
明
夫

ビデオ学習する参加者の皆さん

「
も
う
一
度
考
え
よ
う
！
憲
法
改
正
問
題
」

～
第
４
２
回
市
民
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
～

日
本
国
民
救
援
会

松
江
支
部
大
会
開
催

松 江 の 未 来 は 住 民 投 票 で

参院選勝利で やさしく強い経済、

ジェンダー平等社会実現を

講演する中川修一弁護士

宣伝する(右から)田中、たちばな、舟木の各市議


